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2008年９月１日（毎月1回1日発行） 第468号 （１） 一人は万人のために 万人は一人のために 

利根保健生協 

♦出資金一世帯平均で全国目標の 
　５万円達成をめざしましょう 

理事27名　監事3名　総代204名　班長1340名　保健委員1723名 
くらしの相談員126名　ホームヘルパー2級144名　3級40名 

２００８年７月現勢 

生協組合員  
出 資 金 額  
平均出資金額 

・・・・・・・・・・ 
・・・・ 
・・・・・・・・・・・・ 

利根保健生活協同組合 
発行人　都  築　  靖　　発行部数　21,300 
編　集　「利根の保健」編集委員会 

事業所 

片品村鎌田 

〒３７８-００５３  沼田市東原新町１８５５番地の１ 
☎0278（22）4321　　FAX（22）4393
利 根 中 央 病 院  
利 根 歯 科 診 療 所  
老 人 保 健 施 設 と ね  
とね訪問看護ステーション 
片 品 診 療 所  

☎（22）4321 
☎（24）9418 
☎（22）8855 
☎（23）3706 
☎（58）3910

印　刷　有限会社 コトブキ印刷 

26,148世帯 
1,192,401,000円 

45,601円 

Ａ
Ｅ
Ｄ
に
大
き
な
関
心 

　「
お
い
、地
獄
さ
行
く

ん
だ
で
！
」
で
始
ま
る

今
話
題
の
『
蟹
工
船
』

を
改
め
て
読
み
直
し
た

▼
20
世
紀
初
頭
明
治
末
か
ら
大
正

に
か
け
て
、
日
本
の
果
て
し
な
い

侵
略
と
資
本
家
に
よ
る
苛
酷
な
収

奪
が
始
ま
っ
た
と
き
で
あ
る
▼
今

の
若
者
が
こ
の
『
蟹
工
船
』
の
労

働
者
に
共
感
を
覚
え
読
者
が
広
が

っ
て
い
る
と
い
う
。
現
在
の
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
に
代
表
さ
れ
る
格
差

社
会
は
、
そ
こ
ま
で
広
が
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
か
、
そ
れ
が
巧
み

に
仕
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
若
者

は
直
感
で
掴
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
▼

事
は
若
者
だ
け
で
は
な
い
、
矛
先

は
全
国
民
に
向
い
て
い
る
と
悟
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
典
型
は
年

金
の
削
減
や
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
の
創
設
で
露
骨
に
示
さ
れ
て
い

る
▼
９
月
８
・
９
日
に
第
22
回
日

本
高
齢
者
大
会
が
お
隣
新
潟
県
の

朱
鷺
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
る
。
記

念
公
演
は
日
生
協
医
療
部
会
の
高

橋
泰
行
運
営
委
員
長
が
「
高
齢
者

に
安
心
で
き
る
医
療
と
希
望
を
」

の
テ
ー
マ
で
行
う
。
氏
は
「
高
齢

化
は
『
問
題
の
あ
る
状
況
だ
』
と

い
う
捉
え
方
で
は
な
い
と
思
う
。

高
齢
社
会
は
人
類
が
成
し
得
た
誇

る
べ
き
社
会
。
我
々
が
目
指
す
社

会
」
だ
と
捉
え
る
べ
き
だ
と
述
べ

て
い
る
▼
『
蟹
工
船
』
の
労
働
者

は
立
ち
上
が
り
、
団
結
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
状
況
を
変
え
、
自
ら
も

成
長
し
た
。
我
々
も
署
名
を
手
始

め
に
行
動
を
起
こ
す
時
で
は
な
い

か
▼
10
月
か
ら
生
協
強
化
月
間
が

始
ま
る
。
新
病
院
建
設
、
利
根
西

部
の
総
合
拠
点
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

仲
間
づ
く
り
、
行
動
起
こ
し
の
絶

好
の
機
会
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

９
月
に
し
っ
か
り
と
準
備
し
、
取

り
組
み
を
広
げ
よ
う
。
　
　
（千
） 

あぜ道 あぜ道 

９月は、「がん制圧月間」です。生涯を通して、がんになる人の割合は、男性で２人に１人、女性で３人に１人。 
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看
護
師
の
道

看
護
師
の
道 

決
意
決
意 

看
護
師
の
道

看
護
師
の
道 

決
意
決
意 

看
護
師
の
道 

決
意 

高校生看護体験 

62人が参加 

　
利
根
中
央
病
院
で
は
、
高
校
生
に
看
護
師
の
仕
事
に
触
れ
、
進
路
選
択

に
役
立
て
、
新
た
な
地
域
医
療
の
担
い
手
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
「
高
校

生
看
護
師
体
験
」
を
夏
休
み
に
開
い
て
い
ま
す
。 

　
今
年
の
体
験
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
関
心
を
持
つ
人
が
多
く
、
看
護
師
へ
の

道
を
決
意
す
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。 

新
た
な
担
い
手
に
期
待

新
た
な
担
い
手
に
期
待 

新
た
な
担
い
手
に
期
待

新
た
な
担
い
手
に
期
待 

新
た
な
担
い
手
に
期
待 

！！！！
 
！！！！
 
！！
 

男
子
高
校
生
も
参
加
し
て
の
体
験
学
習 

蘇
生
術
の
実
習 

　
今
年
も
７
月
に
は
21
日
、22
日

の
２
日
間
。
８
月
は
17
日
、21
日
、

22
日
の
３
日
間
の
延
べ
５
日
間
に

沼
田
女
子
高
、
沼
田
高
校
を
は
じ

め
県
内
各
地
の
高
校
生
62
人（
内 

男
子
10
人
）が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
白
衣
に
着
替
え
緊
張
し
た
面
持

ち
の
生
徒
た
ち
に
、
金
子
看
護
部

長
は
「
看
護
業
務
は
毎
日
が
勉
強

で
す
。
今
回
は
看
護
業
務
の
ほ
ん

の
一
部
で
す
が
体
験
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
ぜ
ひ
看
護
の
道
を
め
ざ

し
、
地
元
の
医
療
の
担
い
手
に
な

っ
て
頂
き
た
い
」
と
歓
迎
の
あ
い

さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。 

  
　
実
習
に
入
っ
た
高
校
生
は
看
護

師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
血
圧

測
定
や
洗
髪
、
足
浴
な
ど
の
ベ
ッ

ト
サ
イ
ド
ケ
ア
の
体
験
。
次
に
呼

吸
や
心
臓
が
停
止
し
て
い
る
人
の

対
応
で
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
実

習
。
ま
た
、
緊
急
電
気
シ
ョ
ッ
ク

を
行
っ
て
蘇
生
さ
せ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
体
外
式
自
動
除
細
動
器
）
の
使

用
方
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。 

　
高
校
生
か
ら
は
、「
血
圧
測
定

や
足
浴
を
初
め
て
体
験
し
た
。
患

者
さ
ん
か
ら
お
礼
の
言
葉
を
頂
き

嬉
し
か
っ
た
」。
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
学

習
は
勉
強
に
な
っ
た
。
急
変
場
面

に
出
く
わ
し
た
ら
今
日
学
ん
だ
こ

と
を
活
か
し
手
助
け
を
し
た
い
と

思
う
。
ま
す
ま
す
看
護
師
に
な
り

た
い
気
持
ち
が
強
く
な
っ
た
」。

「
医
系
の
学
校
に
進
も
う
と
思
っ

て
い
る
の
で
今
回
の
体
験
は
勉
強

に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。 

新病院建設ニュース 新病院建設ニュース 
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看
護
師
・
助
産
師
募
集 

働
き
や
す
く
安
心
安
全
な
看
護

働
き
や
す
く
安
心
安
全
な
看
護 

働
き
や
す
く
安
心
安
全
な
看
護 

10
月
、
11
月
の
催
し
紹
介 

　
利
根
中
央
病
院
で
は
、
入
院
患

者
７
人
に
看
護
師
１
人
の
割
合
を

基
準
と
し
た
「
７
対
１
」
看
護
基

準
を
取
得
し
て
い
ま
す
。
よ
り
安

心
安
全
の
看
護
と
、
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
の
た
め
看
護
師
を
募

集
し
て
い
ま
す
。 

　
新
卒
の
方
を
始
め
、
現
在
働
い

て
い
る
方
。
ま
た
、
仕
事
に
ブ
ラ

ン
ク
が
あ
り
病
院
で
働
く
の
は
心

配
。
子
ど
も
が
い
て
長
時
間
働
け

な
い
。
な
ど
色
々
不
安
が
あ
る
方

も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
で
も
大

丈
夫
で
す
。
病
院
で
は
中
途
採
用

者
研
修
を
行
い
ま
す
。
ま
ず
は
相

談
の
ご
連
絡
を
下
さ
い
。 

（
連
絡
先
　
利
根
中
央
病
院
【
電

話 
２
２
ー
４
３
２
１
】
看
護
部

長
室
ま
た
は
総
務
課
） 

 
組
合
員
の
皆
様
に
お
願
い 

　
ご
家
族
や
知
人
、
ご
近
所
に
看

護
師
や
助
産
師
の
方
、
ま
た
今
年

学
校
を
卒
業
す
る
方
が
居
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

Ｗ
Ｈ
Ｏ
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト 

  

「
須
川
の
郷
」を
訪
ね
て 

　
　
　
10
月
12
日
（日
） 

　
毎
年
、
身
近
な
歴
史
が
学
べ
る

と
好
評
の
「
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
」
を
、
今
年
は
、
み
な
か
み
町

須
川
の
泰
寧
寺
や
「
た
く
み
の

里
」
周
辺
の
史
跡
な
ど
を
訪
ね
て

歩
き
ま
す
。
ガ
イ
ド
は
郷
土
史
家

の
金
井
竹
徳
さ
ん
で
す
。 

　
　
病
　
院
　
祭 

　
　
　
11
月
９
日
（日
） 

　
　
　
利
根
中
央
病
院 

　
今
ま
で
「
く
ら
し
と
健
康
ま
つ

り
」
と
同
時
開
催
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
は
独
自
に
「
医
療
の
安

心
安
全
」
を
中
心
テ
ー
マ
に
、
新

病
院
建
設
関
連
な
ど
も
加
え
開
催

い
た
し
ま
す
。 

　

く
ら
し
と
健
康
ま
つ
り 

　
　
　
10
月
19
日
（日
）
　 

　
　
　
沼
田
市
十
王
公
園 

　
利
根
保
健
生
協
の
各
支
部
で
出

店
す
る
模
擬
店
。
新
鮮
な
野
菜
や

果
物
の
販
売
。
各
種
健
康
チ
ェ
ッ

ク
、
中
央
舞
台
で
の
歌
や
踊
り
な

ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
れ
ぞ
れ
の
催
し
に
多
く

の
方
の
参
加
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

　
ま
た
、各
催
し
と
も
、次
号

の「
利
根
の
保
健
」で
詳
し
い

内
容
等
を
報
告
い
た
し
ま
す
。 

　
利
根
中
央

病
院
「
新
病

院
」（
以
後

新
棟
と
す

る
）
建
設

は
、
本
年
９

月
ま
で
に
病

院
建
設
常
任

委
員
会
で
検

討
し
、
病
院

建
設
委
員
会

の
承
認
を
受

け
て
基
本
設

計
に
と
り
か

か
り
、
２
０

０
９
年
６
月

頃
着
工
予
定

で
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
確
認

さ
れ
て
い
る
主
な
内
容
は
次
の
事

項
で
す
。 

①
新
病
院
建
設
用
地
（
旧
土
木
事

務
所
跡
地
）
へ
の
新
棟
は
４
階
建

て
と
す
る
。 

②
新
棟
に
は
、
病
棟
と
手
術
室
、

給
食
施
設
を
移
設
す
る
。 

③
従
っ
て
、
外
来
診
療
や
健
診
部

門
、
放
射
線
、
検
査
等
の
診
療
技

術
部
門
、
事
務
等
は
、
現
病
院
施

設
を
一
部
改
修
し
て
活
用
す
る
。 

④
新
た
に
放
射
線
治
療
施
設
（
新

棟
の
地
下
を
活
用
）
の
導
入
を
め

ざ
し
、
医
師
、
技
師
確
保
等
の
対

策
を
進
め
る
。 

現
在
検
討
中
の
主
な
事 

　
久
米
設
計
事
務
所
に
も
会
議
に

参
加
し
て
も
ら
い
、
病
棟
レ
イ
ア

ウ
ト
を
検
討
中
で
す
。 

①
一
般
病
床
の
一
病
棟
は
40
〜

44
床
と
し
、
個
室
率
は
20
％
以

上
と
す
る
。 

②
産
婦
人
科
お
よ
び
小
児
科
な
ど

の
特
に
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
に
配
慮
す

べ
き
病
棟
は
別
途
検
討
を
す
る
。 

③
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
に
つ
い

て
は
、
既
存
棟
を
改
修
し
、
人
員

体
制
を
整
え
て
か
ら
設
置
す
る
方

向
で
具
体
化
を
進
め
る
。 

病室レイアウトを検討中 病室レイアウトを検討中 病室レイアウトを検討中 
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〈
白
沢
支
部
〉 

角
田
　
好
夫 

佐
藤
　
清
近 

〈
利
根
北
支
部
〉 

相
田
　
隆
之 

金
子
　
義
明 

山
田
　
元
和  

〈
片
品
支
部
〉 

星
野
　
千
秋 

大
竹
　
秀
幸 

沼
野
　
理
絵 

千
明
　
正
富 

星
野
富
喜
江 

富
田
　
和
夫 

吉
野
カ
ネ
子 

小
林
登
志
喜 

青
木
　
昭
治 

小
林
登
志
雄 

平
林
　
　
肇 

〈
月
夜
野
西
支
部
〉 

池
田
　
敏
明  

〈
新
治
支
部
〉 

高
橋
　
　
豊 

〈
昭
和
東
支
部
〉 

吉
澤
　
雄
一 

〈
赤
城
村
支
部
〉 

須
田
し
づ
子  

〈
沼
田
東
支
部
〉 

　
（
1670
口
以
上
） 

佐
藤
　
　
力 

　
（
1590
口
以
上
） 

岩
崎
　
佳
民 

　
（
1320
口
以
上
） 

大
島
　
昭
治 

　
（
450
口
以
上
） 

 

川
辺
　
貞
子 

　
（
130
口
以
上
） 

 

小
野
塚
泰
明 

　
（
60
口
以
上
） 

 

阿
佐
美
マ
サ
子 

〈
沼
田
中
支
部
〉 

　
（
250
口
以
上
） 

宮
沢
　
　
弘 

　
（
190
口
以
上
） 

松
井
喜
子
雄 

　
（
90
口
以
上
） 

 

内
海
　
洋
子 

〈
沼
田
西
支
部
〉 

　
（
20
口
以
上
） 

  

中
村
　
久
夫 

〈
利
南
支
部
〉 

　
（
110
口
以
上
） 

 

松
井
　
俊
英 

〈
池
田
支
部
〉 

　
（
250
口
以
上
） 

 

高
橋
　
勇
作 

〈
薄
根
支
部
〉 

　
（
180
口
以
上
） 

 

天
野
　
昭
男 

　
（
30
口
以
上
） 

  

高
橋
美
知
子 

　
（
20
口
以
上
） 

  

片
野
　
吉
久 

〈
川
田
支
部
〉 

　
（
30
口
以
上
） 

  

石
坂
　
正
夫 

〈
利
根
北
支
部
〉 

　
（
1300
口
以
上
） 

小
菅
　
　
義 

　
（
60
口
以
上
） 

金
子
　
好
男  

〈
片
品
支
部
〉 

　
（
1990
口
以
上
） 

原
沢
　
粂
夫 

　
（
280
口
以
上
） 

 

金
子
　
英
樹 

〈
月
夜
野
東
支
部
〉 

　
（
500
口
以
上
） 

  

藤
原
　
晃
長 

　
（
470
口
以
上
） 

  

尾
崎
　
孝
男 

　
（
70
口
以
上
） 

後
藤
伝
三
郎 

〈
月
夜
野
西
支
部
〉 

　
（
30
口
以
上
） 

田
村
　
勝
治  

〈
新
治
支
部
〉 

　
（
210
口
以
上
） 

 

田
村
　
照
代 

（
80
口
以
上
） 

  

土
田
鹿
太
郎 

　
（
10
口
以
上
） 

  

高
橋
　
　
豊 

〈
昭
和
東
支
部
〉 

　
（
870
口
以
上
） 

 

杉
木
　
哲
二 

〈
昭
和
南
支
部
〉 

　
（
140
口
以
上
） 

 

沢
浦
　
誉
由 

　
（
110
口
以
上
） 

 

浅
本
　
幸
子  

よ
う 

 

こ
そ 

新
し
い
仲
間 

▼
7
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を
含
め
て
三
二
人
で
し
た
。（
敬
称
略
） 

増
資
者
一
覧 

▼
毎
月
一
万
単
位
に
到
達
し
た
方
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す 

▼
7
月
の
増
資
は
六
〇
一
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
一
覧
へ
の
紹
介
は
、紙
面
の
都
合
上
10
口
単
位
に
到
達
し
た 

　
三
十
人
の
方
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。 

（
敬
称
略
） 

　
８
月
４
〜
６
日
、
広
島
で
開
か

れ
た
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
、 

職
員
を
代
表
し
て
理
学
療
法
士
の 

石
塚
恵
美
と
看
護
師
の
中
村
純
也

が
参
加
し
ま
し
た
。
　 

　
こ
の
大
会
に
参
加
し
、
今
ま
で

知
ら
な
か
っ
た
歴
史
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
原
爆
被
害
者
の

方
か
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
『
私
は

こ
の
数
年
前
か
ら
、
こ
の
体
験
を

話
す
よ
う
に
な
っ
た
。
今
ま
で
思

い
出
す
だ
け
で
も
つ
ら
く
、
あ
の

時
の
恐
怖
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

で
も
娘
に
、
誰
か
が
伝
え
な
い

と
、
そ
の
恐
ろ
し
い
戦
争
が
伝
わ

ら
な
い
よ
、
と
言
わ
れ
話
し
つ
づ

け
て
い
ま
す
』
と
、
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
今
な
お
、
原
爆
の
恐
怖

に
悩
ん
だ
り
、
後
遺
症
で
苦
し
ん

で
い
る
人
が
い
る
。
原
爆
は
過
去

の
事
で
は
な
く
、
今
も
続
い
て
い

る
。
と
い
う
思
い
を
肌
で
感
じ
て

き
ま
し
た
。
（
中
村
） 

　
８
月
８
〜
10
日
、
「
戦
争
」
「貧

困
」
「
飢
餓
」
「
憲
法
」
・
・
、

改
め
て
考
え
合
お
う
。
と
、
「平

和
の
た
め
の
戦
争
展
」が
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。（
写
真
上
） 

　
８
月
12
〜
14
日
、
第
25
回
平
和

美
術
展
が
市
の
公
民
館
で
開
か
れ

約
130
点
の
展
示
が
あ
り
ま
し
た
。

（
写
真
右
） 

　
老
健
と
ね
で
は
、
８
月
の
沼
田

祭
り
「
お
ぎ
ょ
ん
」
の
２
日
間
、

デ
イ
ケ
ア
の
利
用
者
を
中
心
に
見

物
に
出
か
け
ま
し
た
。（
写
真
上
） 

　
山
車
や
神
輿
を
見
て
昔
を
思
い

出
し
た
り
、
家
族
の
た
め
に
お
土

産
を
買
っ
た
り
、
普
段
で
は
あ
ま

り
得
ら
れ
な
い
良
い
体
験
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
「
楽
し
か
っ
た
」

「
良
か
っ
た
」
と
心
か
ら
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。 

　
二
日
間
で
医
学
・
看
護
・
介
護
・

高
校
な
ど
の
学
生
や
、
組
合
員
が

45
人
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
さ

れ
、
安
心
し
て
見
学
が
で
き
ま
し

た
。 

　
ま
た
、
外
出
で
き
な
い
人
に
も

祭
り
気
分
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う

と
、
西
原
新
町
の
ミ
ニ
山
車
が
、

玄
関
先
ま
で
駆
け
つ
け
て
く
れ
利

用
者
を
和
ま
せ
て
い
ま
し
た
。 （
写

真
右
） 

７
月
の 

新
加
入
者 

７
月
分 
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最
新
の
口
腔
内
カ
メ
ラ 

利根歯科診療所 

口
の
中
が
一
目
で
分
か
る 

「
お
ぎ
ょ
ん
」
見
物 

45
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で 

　
面
会
対
象
者
の
み
で
な
く
、

同
室
の
方
へ
の
安
静
・
療
養
の

妨
げ
に
な
り
ま
す
。
以
下
の
点

に
も
ご
協
力
下
さ
い
。 

・
一
度
に
多
人
数
で
来
院
す
る
。 

・
お
子
様
づ
れ
で
の
お
見
舞
い
。 

・
長
時
間
居
座
る
。
　 

・
か
ぜ
等
感
染
症
の
方
。 

　
等
、
ご
注
意
下
さ
い
。 

 

「
せ
っ
か
く
来
て
い
た
だ
い

た
」
と
い
う
こ
と
で
本
人
か
ら

は
何
も
言
え
ま
せ
ん
。
病
人
に

対
し
て
は
周
り
の
人
が
配
慮
を

お
願
い
し
ま
す
。 

　
患
者
さ
ま
の
病
状
に
よ
り
面

会
を
お
断
り
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
　 

　
ま
た
、
個
人
情
報
の
関
係
も

あ
り
、
本
人
の
同
意
が
な
い
と

面
会
は
出
来
ま
せ
ん
。
ご
家
族

な
ど
に
「
面
会
で
き
る
状
況
な

の
か
」
を
良
く
確
認
の
上
お
い

で
下
さ
い
。 

撮
っ
て
そ
の
場
で
見
る 

見
て
分
か
る
歯
科
治
療
へ 

 

　
現
在
歯
科
で
使
わ
れ
て
い
る

最
新
機
器
の
一
つ
、
昨
年
に
導

入
し
た
「
口
腔
内
カ
メ
ラ
」
を

紹
介
し
ま
す
。 

　
こ
の
カ
メ
ラ
は
、
歯
ブ
ラ
シ
よ

り
少
し
大
き
い
く
ら
い
の
小
型
サ

イ
ズ
で
す
。（
写
真
） 

　
先
端
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
カ
メ

ラ
が
、
口
の
中
の
奥
ま
で
ス
ム
ー

ズ
に
届
き
、
簡
単
に
撮
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
撮
っ
た
画
像
は
そ
の

場
で
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。 

　
「
す
ぐ
に
そ
の
画
像
を
み
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
い
う
優
れ
た
機

能
を
生
か
し
、
今
ま
で
自
分
で

は
、
分
か
り
づ
ら
か
っ
た
口
の
中

が
、
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

　
虫
歯
治
療
の
説
明
の
時
に
も
活

躍
し
て
い
ま
す
。（
写
真
下
）
こ

の
写
真
は
虫
歯
を
削
り
終
わ
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。 

　
こ
れ
ま
で
は
ど
こ
に
虫
歯
が
あ

っ
て
、
ど
こ
を
削
っ
て
、
ど
こ
に

詰
め
物
を
し
た
か
は
説
明
が
難
し

く
大
変
で
し
た
。 

　
患
者
自
身
に
と
っ
て
も
ど
こ
を

治
療
を
し
た
の
か
ほ
と
ん
ど
わ
か

ら
な
い
ま
ま
、
た
だ
歯
医
者
に
お

任
せ
と
い
う
こ
と
が
現
状
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
こ
の
カ
メ
ラ
を
使
え

ば
、
削
っ
て
い
る
途
中
、
削
っ
て

虫
歯
を
取
り
き
っ
た
後
、
虫
歯
を

取
っ
て
穴
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

に
詰
め
物
を
し
た
後
、
と
い
う
風

に
段
階
ご
と
に
写
真
を
撮
れ
る
の

で
、
虫
歯
が
ど
の
く
ら
い
の
大
き

さ
だ
っ
た
の
か
、
ど
こ
に
詰
め
物

が
さ
れ
た
の
か
が
一
目
瞭
然
で
す
。 

　
そ
の
他
、
磨
き
残
し
や
歯
石
の

確
認
に
も
非
常
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。 

　
こ
の
他
に
も
様
々
な
場
面
で
口

腔
内
カ
メ
ラ
は
活
躍
し
て
い
ま

す
。 

　
ご
自
分
の
口
の
中
の
状
況
が
気

に
な
る
方
は
、
「
小
型
カ
メ
ラ
で

口
の
中
を
撮
っ
て
見
せ
て
」
と
声

を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
で

撮
り
、
口
の
中
を
写
真
で
お
見
せ

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
普
通
痛
み
が
な
い
限
り
な
か
な

か
歯
医
者
に
通
う
の
は
お
っ
く
う

に
な
り
ま
す
。
口
腔
内
カ
メ
ラ
の

他
に
も
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
や
、
歯

周
病
の
検
査
も
受
け
ま
し
ょ
う
。

定
期
的
な
歯
科
受
診
で
、
自
分
の

口
の
中
の
状
況
を
把
握
し
て
、
口

の
健
康
を
維
持
し
、
い
つ
ま
で
も

美
味
し
く
楽
し
い
食
事
を
と
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

い
つ
ま
で
も
美
味
し
く 

老健とね 

治
療
や
安
静
の
た
め 

　
面
会
時
間
を
守
っ
て
下
さ
い
。 

午
前
中
の
面
会
は
、
診
察
や
検
査
等
が
あ
る
た
め
ご
遠
慮
下
さ
い
。 

午
後
１
時
〜
５
時 

午
後
６
時
30
分
〜
８
時 

 

面
会
時
間 

マ
ナ
ー
も
守
っ
て 

面
会
時
間 

マ
ナ
ー
も
守
っ
て 

面
会
時
間 

マ
ナ
ー
も
守
っ
て 

伝
え
よ
う 

 

平
和
の
尊
さ 

原
爆
は 

 

過
去
の
事
で
は
な
い 

利根沼田で孫悟空が跳ぶ！戦う！ 
子どもから大人まで楽しめる京劇がやってくる 

北京風雷京劇団 群馬公演のおしらせ 

と き  
 
会 場  
 

： 
 
： 

2008年10月18（土） 
 
みなかみ町観光会館 
開場15：00　開演15：30 （保護者同伴小中学生無料） 

料 金  
 
問合せ 
 

： 
 
： 
 

大人3000円 
 
050-3511-5778（羽鳥） 
 

主 催  ： 風雷京劇団群馬公演実行委員会 

ど
こ
が
虫
歯
か
す
ぐ
分
か
る 

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会 

第
28
回
平
和
の
た
め
の
戦
争
展 

第
25
回
平
和
美
術
展 

② 「がん」の危険因子には「たばこ」が35％、食生活で30%。生活習慣を改善し予防に努めよう。 

2008年９月１日（毎月1回1日発行） 第468号　（２） 



2008年９月１日（毎月1回1日発行） 第468号 （３） 一人は万人のために 万人は一人のために 
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③生活の中に運動を取り入れ、塩分控えめバランス良い食事。太り過ぎず、やせすぎず、適正体重を維持する。 

小泉 初男 

　
日
本
は
明
治
の
日
清
・
日
露
戦

争
か
ら
、
韓
国
の
併
合
（
植
民
地

化
）。昭
和
に
入
っ
て
日
本
の
関
東

軍
は
昭
和
６
年
９
月
の
「
満
州
事

変
」
と
称
し
て
、
謀
略
事
件
を
で

っ
ち
あ
げ
て
侵
略
戦
争
を
し
か

け
、
一
年
足
ら
ず
で
中
国
東
北
部

を
制
圧
。
「
満
州
国
」
と
い
う
偽

国
家
を
つ
く
り
、
清
国
皇
帝
「
ラ

ス
ト
エ
ン
ペ
ラ
ー
」
だ
っ
た
溥
儀

を
執
政
に
つ
け
た
が
、
実
質
は
関

東
軍
が
支
配
し
た
。
当
時
の
国
際

連
盟
は
満
州
に
調
査
団
を
派
遣

し
、
そ
の
報
告
を
も
と
に
こ
れ
を

独
立
国
と
認
め
ず
、
再
三
日
本
政

府
に
警
告
を
発
し
た
。こ
れ
に
よ
っ

て
日
本
は
国
際
連
盟
を
脱
退
し
た
。 

　
昭
和
12
年
「
支
那
事
変
」
と
称

し
、
中
国
全
土
に
戦
火
を
広
げ

た
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
も
「
中
国
か

ら
の
撤
退
」
を
勧
告
さ
れ
た
。
さ

ら
に
日
米
貿
易
で
も
日
本
の
要
求

を
拒
否
さ
れ
て
、
昭
和
16
年
12
月

ハ
ワ
イ
を
奇
襲
し
て
日
米
開
戦
と

な
っ
た
。 

　
こ
う
し
て
、
軍
部
主
導
で
中
国

か
ら
南
方
の
米
・
英
・
仏
・
オ
ラ

ン
ダ
の
植
民
地
に
戦
域
を
拡
げ
、

「
大
東
亜
戦
争
」
か
ら
太
平
洋
戦

争
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
。 

　
い
っ
ぽ
う
国
内
で
は
働
き
手
を

戦
争
に
取
ら
れ
た
家
族
が
、
銃
後

の
守
り
に
必
死
に
働
い
た
。 

　
昭
和
18
年
以
降
は
、
主
要
都
市

へ
米
軍
の
無
差
別
空
襲
が
激
し
く

な
り
、
東
京
で
は
住
宅
の
強
制
解

体
、
一
般
市
民
や
学
童
の
疎
開
が

行
わ
れ
、
利
根
沼
田
地
方
で
は
各

寺
院
が
そ
の
受
入
れ
を
し
た
。
旧

制
中
学
生
な
ど
は
学
業
返
上
で
出

征
兵
士
宅
の
援
農
作
業
や
軍
需
工

場
に
狩
り
出
さ
れ
た
。
大
学
・
専

門
学
校
の
学
徒
ら
の
徴
兵
延
期
制

度
が
廃
止
さ
れ
て
、
学
徒
出
陣
・

少
年
兵
志
願
の
奨
励
、
特
攻
隊
の

出
撃
な
ど
一
億
国
民
が
異
常
な
環

境
に
た
た
き
こ
ま
れ
た
。 

　
そ
し
て
沖
縄
の
地
上
戦
、
広

島
・
長
崎
の
原
爆
の
惨
状
な
ど
、

そ
の
被
害
は
極
に
達
し
た
。
ま

た
、
婦
女
子
は
国
防
婦
人
会
な
ど

に
組
織
さ
れ
て
、
防
空
演
習
や
竹

槍
訓
練
が
指
導
さ
れ
た
。 

　
さ
ら
に
国
内
で
の
労
働
力
不
足

を
補
う
た
め
中
国
・
朝
鮮
か
ら
強

制
連
行
し
た
人
た
ち
を
、
鉱
山
や

水
力
発
電
所
の
水
路
工
事
、
地
下

工
場
掘
削
工
事
な
ど
に
当
た
ら

せ
、
こ
の
人
達
に
も
多
数
の
犠
牲

者
が
出
た
。 

　
こ
の
「
十
五
年
戦
争
」
に
よ
っ

て
、
利
根
沼
田
の
戦
没
者
は
10
代

後
半
か
ら
20
・
30
代
を
中
心
に
約

２
千
９
百
人
に
も
及
ん
だ
。
戦
火

か
ら
生
還
で
き
た
人
か
ら
は
紙
一

重
の
運
命
を
「
軍
隊
は
運
隊
だ
っ

た
」
と
語
ら
れ
た
。 

　
こ
う
し
た
証
言
は
、
戦
死
者
の

尊
い
代
弁
者
で
も
あ
る
。
私
た
ち

国
民
は
、
戦
争
体
験
の
有
無
に
関

ら
ず
、
平
和
の
礎
と
す
る
憲
法
を

し
っ
か
り
と
守
り
、
子
々
孫
々
に

こ
の
法
規
を
引
き
継
ぐ
役
割
が
あ

る
と
思
う
。 

７月班会開催一覧 

月夜野東　吉平外坊班（日常ながら運動） 
　「健康的に長生きしよう」と日常生活で簡単にできる運
動を実習。「こういう班会なら毎日でも」「ちゃんと覚えて
家でもやりたい」とみんな張切って楽しく運動しました♪ 

薄根　硯田白岩合同班（健康体操・血管年齢チェック）
　腹筋とお尻の筋肉を鍛えて姿勢を保つ片膝立ち体操。
普段何気なくしてるけど手を使わず立つのは意外と大変!?
少し難しい膝立ち歩きも好評で笑顔絶えない班会でした。 

水上　鹿野沢合同班（ラジオ体操で早朝班会）
　毎年、夏休みになると子どもたちと一緒にラジオ体操。
早く来た順に血圧を測って体調をチェック。早寝・早
起きの健康習慣のおかげで暑い夏でも元気です！ 

利南　上久屋町班（みそ汁塩分チェック）　
　塩分計で各自が持ち寄ったみそ汁をチェック。普段
からうす味を心掛けているおかげで塩分は「少量」で血
圧も適正値。継続した班会と皆さんの努力の成果ですね！ 

班会あれこれ 
おらがまちの 

材木町11 
材木町１   
材木町２ 
東原新町13 
西原新町11 
西倉内町８ 
西倉内町４ 
西倉内町６ 
西倉内町7-1 
榛名町8-2 
榛名町1-2 
榛名町8-1 
薄根町6-1 
薄根町6-2 
清水町１ 
清水町３ 
清水町４ 
清水町５ 
清水町6-2 
鍛冶町10 
鍛冶町６ 
坊新田町１ 
高橋場町原田神明 
上久屋町馬場 
沼須町合同班 
下久屋町原5-1 
フラワータウン 
戸鹿野町1 
上発知町透門 
上発知町門前 
上発知町馬場 
上発知町楚利下 
上発知町坂上 
上発知町坂下 
上発知町坂下 
上発知町南部 
中発知町岩本１ 
中発知町岩本２ 
中発知町木村 
中発知町田中 
中発知町木内 
岡谷町西部１ 
恩田町合同班 
下井土合同班 
下川田町田中１ 
下川田町田中２ 
尾合上 
高平合同班 
生枝合同班 
岩室合同班 
園原下 
菅沼１ 
中野合同班 
下牧原の中 
上牧吉平上 
上牧吉平中 
上牧外坊 
後閑上入合同班 
後閑下入合同班 
月夜野町組2-2 
月夜野町組6-2 
月夜野町組１ 
小川島合同班 
小川森原中 
小川森原上 
橋下洞上１ 
橋下洞上２ 
橋下北 
湯原聚楽マンション 
湯原上１ 
湯原上２ 
湯原松の井通り 
湯原かじか団地 
須川十二河原 
猿ヶ京合同班 
糸井中宿 
入原清水 
入原合同班１ 
入原合同班２ 
入原合同班３ 
入原２ 
判形前原 
いこいの家 
１階北 
ふれあいの輪 
 

支部名 班　名 人数 班 長 名 班 会 内 容 

救急処置の話、みそ汁塩分測定 
骨粗しょう症の話、骨密度測定 
骨粗しょう症の話、骨密度測定 
夏の健康トラブル 
夏の健康トラブル 
お口の中の健康 
歯の話 
歯の話 
歯の話 
肩こり、腰痛体操 
肩こり、腰痛体操 
肩こり、腰痛体操 
内臓脂肪測定、笑いの効用 
内臓脂肪測定、笑いの効用 
お口の中の健康 
お口の中の健康 
お口の中の健康 
お口の中の健康 
お口の中の健康 
骨粗しょう症の話、骨密度測定 
骨粗しょう症の話、骨密度測定 
骨密度測定、利根沼田の医療 
暑気払い 
ここで見分ける食品表示 
歯周病の話 
がんの話、大腸がんチェック 
食中毒の話 
肺がん、乳がんの話 
カムカム健康法 
カムカム健康法 
睡眠の話 
カムカム健康法 
睡眠の話 
カムカム健康法 
睡眠の話 
カムカム健康法 
生活習慣病の話、大腸がんチェック 
生活習慣病の話、大腸がんチェック 
生活習慣病の話、大腸がんチェック 
生活習慣病の話、大腸がんチェック 
生活習慣病の話、大腸がんチェック 
ダンベル体操、大腸がんチェック 
睡眠の話 
後期高齢者医療制度の話 
食の話 
食の話 
コレステロールの話 
認知症の話 
認知症の話 
認知症の話 
今後の班会計画の話 
肥満予防の話、体脂肪測定 
高脂血症の話、血管年齢測定 
内臓脂肪測定 
日常ながら体操、血管年齢測定 
日常ながら体操、血管年齢測定 
日常ながら体操、血管年齢測定 
骨粗しょう症の話 
骨粗しょう症の話 
食育の話 
食育の話 
食育の話 
血圧測定 
血圧測定 
ボケの話 
血管年齢測定、動脈硬化の話 
血管年齢測定、動脈硬化の話 
血管年齢測定、動脈硬化の話 
転倒予防体操、体脂肪測定 
転倒予防体操、体脂肪測定 
転倒予防体操、体脂肪測定 
転倒予防体操、体脂肪測定 
転倒予防体操、体脂肪測定 
映画「シッコ」上映 
後期高齢者医療制度の話 
健康チェック 
らくらく筋トレ体操 
らくらく筋トレ体操 
らくらく筋トレ体操 
らくらく筋トレ体操 
らくらく筋トレ体操 
お日まち班会 
後期高齢者医療制度の話 
腰痛の話 
たばこの話、肥満の食事の話 
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3 
3 
3 
3 
8 
3 
3 
3 
4 
3 
4 
4 
4 
3 
4 
4 
3 
4 
4 
4 
7 
8 
4 
1 
5 
18 
4 
5 
5 
3 
5 
6 
5 
3 
6 
4 
4 
4 
4 
3 
5 
4 
8 
3 
4 
6 
6 
9 
3 
10 
5 
4 
7 
4 
4 
4 
4 
5 
3 
3 
3 
3 
4 
5 
4 
3 
3 
4 
3 
3 
3 
3 
5 
6 
6 
4 
5 
4 
5 
5 
8 
4 
14 
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小林永久子 
小野　のぶ 
大谷　好子 
雲越　タカ 
得能　淑子 
坂大　徳江 
宮前　寿子 
土田　ふみ 
田中　穂積 
金子　くら 
戸部　大吉 
宮内はつ枝 
佐藤　郁子 
斎藤　初江 
関山　端午 
小林　育宏 
生方　洋子 
小池よし子 
菅野　君江 
馬場半次郎 
竹村　健一 
飯田　光子 
石倉　時子 
織田沢澄世 
石井　啓勝 
星野サヨ子 
 
星野　早苗 
酒井志ず子 
阿部　新一 
木村　栄一 
田村　八郎 
峰川福太郎 
星野　克明 
星野　克明 
 
角田　明夫 
角田　裕之 
木村よね子 
中村たに子 
木村　敦夫 
牧野みよし 
穂苅　勝代 
野村　幸恵 
茂木　ちよ 
生方志づ子 
角田　梅子 
藤井さき子 
中村　節枝 
中村シズ子 
中村　君子 
戸丸　正美 
宮田　正子 
山田八重子 
 
 
 
佐藤　　興 
渋谷　典子 
丸山　　功 
石坂　堅一 
片野　良子 
大木　源次 
阿倍　孝吉 
高柳　和夫 
本多　　清 
原沢　福治 
南雲　紀子 
武田　直子 
福井ふさ子 
堀川　那子 
林　　輝子 
笠原　光子 
田村　照代 
阿倍　光江 
須藤　澄子 
諸田　洋子 
板橋きみ江 
高橋喜和子 
堤　　もり 
高橋　マキ 
木村千代子 
奥木　　茂 
西畠みどり 
野村　　操 
 84回 総  計 400人 

☆掲載写真　大募集☆ 

ふ
　
　
ぎ
　 

新コーナー「すくすくエンジェル」 

沼田東
　 
 
 
 
沼田中 
 
 
 
沼田西 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
沼田南 
 
 
沼田北 
利　南 
 
 
 
 
池　田 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
薄　根 
 
川　田 
 
白　沢 
 
 
 
利根北 
片　品 
川　場 
月夜野東 
 
 
 
 
 
月夜野西 
 
 
 
 
 
 
 
 
水　上 
 
 
 
 
新　治 
 
昭和東 
昭和南 
 
 
 
 
高　山 
職域・他 
病棟・他 
 
　 

 

戦
争
被
害
者
の
証
言 

　
　「
十
五
年
戦
争
」反
省
の
重
さ 

　
組
合
員
皆
さ
ん
の
ご
協
力

で
昭
和
57
年
10
月
か
ら
今
年
８

月
ま
で
26
年
間
、
約
三
百
人
の

戦
争
体
験
記
を
掲
載
し
て
き

ま
し
た
。
戦
争
終
結
63
年
を

経
て
実
体
験
者
も
少
な
く
な

り
、
心
残
り
で
す
が
こ
れ
を

も
っ
て
終
わ
り
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
こ
の
間
の
ご

協
力
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し

あ
げ
ま
す
。 

　
こ
の
企
画
に
長
年
関
わ
っ

て
き
た
小
泉
顧
問
に
、
日
本

の
侵
略
戦
争
の
歴
史
的
背
景

を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

「
戦
争
体
験
記
」 

　
　
連
載
の
結
び 

イメージ掲載例 

昭和村川額 
笛木葵生くん（1歳8ヶ月） 
のびのび育ってね 

渋川市金井 
畠中直輝くん（2歳） 
元気に大きくなってね！ 

沼田市高橋場町 
宮内芙美ちゃん（1歳9ヶ月） 
優しいお姉ちゃんになってね 

沼田市東原新町 
大平葉月ちゃん（2歳） 
ママとアイスが大好き♡

戦地別内訳 戦没者数 

中国大陸（全）　 

ソ連、モンゴル　 

インドシナ、インド、 

マレー半島 

台湾、フィリピン 

マレーシア、インドネシア 

南・中部大平洋方面 

沖縄、南シナ海など 

大東諸島、小笠原など 

内地（戦病死） 

587人

58人 

271人
 

578人

66人 

936人

112人

109人

337人 

日
　
本 

し
っ
せ
い 

利根沼田戦没者 総数3,054人 
日清・日露戦争～太平洋戦争まで 

掲載希望の方は①お子様氏名②年齢③住所④コ
メントを記入の上、⑤写真（親子歓迎）を添付
して編集事務局までご投稿下さい。 

Email:sukusuku-tone@tonehoken.or.jp

　
次
号
か
ら
、
お
子
さ
ん
（
３
歳
未
満
）
の
元
気
な
成
長
を
掲
載
す
る
新
コ
ー

ナ
ー
『
す
く
す
く
エ
ン
ジ
ェ
ル
』
が
４
面
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

お
宅
の
素
敵
な
エ
ン
ジ
ェ
ル
の
写
真
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 
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い
ま
一
度
聴
き
た
し
遠
き
故
郷
の
淡
き
月
見
草
の
花
開

く
音 

 

薄
き
眉
と
と
の
へ
今
日
も
頑
張
る
と
笑
み
つ
く
り
見
る

朝
の
鏡
に 

 

わ
が
問
え
ば
指
折
り
三
歳
と
言
ふ
幼
玩
具
の
車
片
手
に

持
ち
て 

 

無
き
用
事
見
つ
け
そ
そ
く
さ
と
出
掛
け
た
り
長
坂
バ
イ

パ
ス
開
通
と
聞
き 

 

落
ち
て
い
る
む
く
ろ
と
思
ふ
蝉
な
が
ら
つ
ま
む
と
す
れ

ば
羽
を
ふ
る
は
す 

 

小
さ
く
な
り
し
母
の
く
れ
た
る
絹
の
羽
織
そ
の
香
を
乞

い
て
ほ
ほ
押
し
あ
て
る 

 

お
早
よ
う
と
薬
の
粒
が
集
ま
っ
て
今
日
一
日
も
頑
張
れ

と
言
ふ 

 

炎
天
下
小
枝
毎
に
吟
味
し
て
松
剪
定
す
庭
師
汗
だ
く 

沼
田
市
東
倉
内
町
　
　
青
　
柳
　
満
里
子 

  

昭
和
村
川
額
　
　
　
　
諸
　
田
　
洋
　
子 

  

み
な
か
み
町
湯
原
　
　
羽
　
鳥
　
孝
　
子 

  

昭
和
村
川
額
　
　
　
　
堤
　
　
　
あ
さ
江 

  

み
な
か
み
町
大
穴
　
　
深
　
沢
　
み
ど
り 

  

昭
和
村
川
額
　
　
　
　
堤
　
　
　
み
　
ゑ 

  

み
な
か
み
町
月
夜
野
　
角
　
田
　
勝
　
子 

  

み
な
か
み
町
下
津
　
　
原
　
沢
　
貞
　
子 

健診で「早期発見」、「早期治療」がベスト。治療技術も年々進歩し、がんになっても治る確率がより高くなってきた。 

lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll

俳 

句 

短 

歌 

な
か
ま
の 

作
品 

百
円
の
ペ
ン
が
詩
を
生
む
秋
灯
す 

  

山
す
そ
に
赤
き
り
ん
ご
と
空
の
青 

  

子
育
て
は
遠
き
過
去
な
り
古
浴
衣 

  

老
農
や
野
良
に
癒
し
の
青
葉
風 

  

妻
逝
き
て
命
儚
き
蝉
し
ぐ
れ 

  

若
葉
風
ほ
ほ
な
で
す
ぎ
る
峠
道 

  

小
さ
き
会
ま
た
一
人
逝
き
梅
雨
寒
し 

  

こ
の
暑
さ
豊
作
よ
ぶ
か
稲
に
よ
し 

  

神
輿
練
る
時
に
や
さ
し
く
時
に
荒
れ 

沼
田
市
西
倉
内
町
　
　
戸
　
丸
　
泰
二
郎 

  

み
な
か
み
町
師
　
　
　
増
　
田
　
耕
　
寿 

  

昭
和
村
糸
井
　
　
　
　
林
　
　
　
マ
　
チ 

  

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
阿
　
部
　
北
　
隅 

  

み
な
か
み
町
下
牧
　
　
高
　
橋
　
勝
　
巳 

  

沼
田
市
上
発
知
町
　
　
木
　
村
　
由
　
夫 

  

昭
和
村
川
額
　
　
　
　
新
　
木
　
武
　
治 

  

み
な
か
み
町
藤
原
　
　
阿
　
部
　
八
　
郎 

  

昭
和
村
糸
井
　
　
　
　
須
　
藤
　
澄
　
子 

さつま芋とベーコンのグラタン 

□ 作り方 
①さつま芋は皮をむき、１㎝弱の輪切りにして水に
さらす。ベーコンは２㎝幅に切る。 
②グラタン皿（なければ深皿）に、さつま芋とベーコ
ンを交互に重ねて並べる。 
③牛乳をそそぎ、固形スープの素をつぶしながら加え、
ラップをかけて500ｗの電子レンジで5～6分加
熱する。 
④上に粉チーズをふってバターを小さく切ってのせ、
200℃のオーブンで表面にこげ色がつくまで、約
15分焼く。 

□ 材料（4人分） 

今月の 
料理 

（栄養課　片柳こずえ） 

医療相談室 医療相談室 医療相談室 　
年
齢
を
重
ね
て
い
く
と
、
体
だ
け
で
な
く
、
目
も
病

気
を
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

　
今
月
と
来
月
の
二
回
に
わ
た
り
、
中
高
年
の
方
に
起

こ
り
や
す
い
目
の
病
気
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

　
今
回
は
「
白
内
障
」
に
つ
い
て
で
す
。 
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目
が
か
す
む
白
内
障

目
が
か
す
む
白
内
障 
目
が
か
す
む
白
内
障

目
が
か
す
む
白
内
障 
目
が
か
す
む
白
内
障 

利根中央病院 
眼科医師 

細 貝 真 弓  

さつま芋 …… 500ｇ　ベーコン …… 5枚 
牛乳 …… 1/2カップ　　固形スープの素 …… 1個 
粉チーズ …… 大さじ1　　　バター …… 大さじ1

さつま芋の甘さとベーコンの香ばしさが 
よく合います。 

　
レ
ン
ズ
の
役
割
を
す
る
水
晶
体

が
濁
る
病
気
で
す
。
正
常
な
水
晶

体
は
ほ
ぼ
透
明
で
必
要
な
光
を
よ

く
通
し
ま
す
が
、
水
晶
体
が
濁
る

と
光
が
十
分
に
通
ら
な
く
な
り
ま

す
。
濁
っ
た
水
晶
体
を
通
し
て
見

る
の
で
、
す
り
ガ
ラ
ス
を
通
し
て

見
る
よ
う
に
、「
か
す
む
」「
ま
ぶ

し
い
」
な
ど
の
症
状
が
出
て
き
ま

す
。
ま
た
、
見
え
方
は
眼
鏡
を
か

け
て
も
改
善
し
ま
せ
ん
。 

　
原
因
は
主
に
加
齢
で
、40
〜
50

歳
代
か
ら
増
え
始
め
、70
〜
80
歳

代
に
な
る
と
多
く
の
人
に
見
ら
れ

ま
す
。 

中
高
年
に
多
い
目
の
病
気
① 

　
視
力
、
白
内
障
の
程
度
、
白
内

障
以
外
の
病
気
が
な
い
か
を
調
べ

ま
す
。
白
内
障
と
診
断
さ
れ
て

も
、
す
ぐ
に
治
療
を
す
る
必
要
は

な
く
、
数
ヶ
月
毎
の
定
期
検
査

で
、
白
内
障
の
進
み
具
合
を
チ
ェ

ッ
ク
し
ま
す
。 

　
濁
り
が
強
く
な
り
、
日
常
の
生

活
に
不
自
由
を
感
じ
た
と
き
に
、

治
療
を
始
め
る
の
が
よ
い
で
し
ょ

う
。 

　
進
行
を
遅
ら
せ
る
目
的
で
点
眼

薬
を
使
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
濁
っ
た
水
晶
体
を
透
明
に
戻

す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。 

　
あ
る
程
度

進
ん
だ
白
内

障
に
は
手
術

が
効
果
的
で

す
。
現
在
の

手
術
は
、
角

膜
（黒
目
）の

縁
を
２
〜
３

mm
切
開
し
、

濁
っ
た
水
晶

体
を
超
音
波

で
砕
い
て
取

り
出
し
、
そ

こ
に
人
工
の

水
晶
体
で
あ

る
眼
内
レ
ン
ズ
を
入
れ
ま
す
。 

　
一
般
的
に
、
麻
酔
は
点
眼
に
よ

る
局
所
麻
酔
で
、手
術
時
間
は
20

〜
30
分
程
度
で
す
。
体
へ
の
負
担

は
少
な
く
、
年
齢
に
関
係
な
く
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
白
内
障
は
、
白
髪
や
し
わ
と
同

じ
加
齢
現
象
の
一
種
な
の
で
、
完

全
に
予
防
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
紫
外
線
は
白
内
障

の
進
行
を
促
し
て
し
ま
う
の
で
、

サ
ン
グ
ラ
ス
や
帽
子
な
ど
で
紫
外

線
を
遮
る
こ
と
は
有
効
で
す
。 

（
次
回
は「
緑
内
障
」に
つ
い
て
で
す
。） 

片
眼
の
手
術
で
四

日
、
両
眼
で
八
日

ほ
ど
の
入
院
で
す
。
費
用

は
、
一
割
負
担
の
人
の
場

合
、
片
眼
で
二
万
五
千
円
、

両
眼
で
四
万
七
千
円
ほ
ど
で

す
。
こ
の
他
に
、
入
院
中
の

食
費
な
ど
が
必
要
で
す
。 

① 
　９月を準備月として、１０・１１月は
「生協強化月間」です。例年の増資訪
問をはじめ、常々寄せられている生協
に対する質問・疑問について「せせらぎ」
をお休みして、数回にわたりお伝えし
ていきます。 

安心して 
　　かかれる 
 自分たちの 
　　　  病院 

　「いつまでも健康でありたい」自分の
健康と家族の健康を願う、そんな人た
ちが集まってつくっているのが「医療
生活協同組合（保健生活協同組合）」です。
そして、もし病気になったときは、安
心してかかれる自分たちの病院があれ
ばいいと願い、つくったのが医療生協
の病院・診療所です。地域の住民、働
く人々が出資をして、知恵を出し合っ
てつくられ、運営されています。 

白
内
障
と
は 

白
内
障
の
検
査 

白
内
障
の
治
療 

白
内
障
の
予
防 

参
考 

水晶体（透明） 

眼内レンズ 

水晶体を超音波で取り除く 

手術後（眼内レンズ挿入） 

鮮明に見えます。 水晶体（曇った状態） 

正常な状態 くもって見えます。 白内障眼 

正常眼 

白内障眼 

眼内レンズ挿入眼 


